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ス・水道，運輸・通信を含む）に対する比率は，イギリスでは 1841年の 65％から 1901年
の 15％へと低下していった．それに対して同様の比率はフランスでは 1872/82 年の 140％
から 1908/10 年の 95％へ，ドイツでは 1860/69 年の 133％から 1905/14 年の 46％へ，イタ
リアでは 1861/65 年の 275％から 1896/1900 年の 213％へ（運輸・通信を除く），そしてア
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